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青磁野リハビリテーション病院
せいじの健診センター
介護老人保健施設青翔苑
グループホームあおばの家
地域介護相談センターけあまっぷ城西
訪問看護ステーション城西
せいじのヘルパーステーション
ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅ﾌｧｲﾝﾃﾗｽせいじの
熊本市西2地域包括支援センター
小規模多機能型居宅介護せいじの大和

医療法人金澤会

厚生労働省
「人生会議」ロゴマーク

ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）
～より良い医療・ケアの実現に向けて～

私たちは、患者さんご自身が大切にされていること
や、これからどのような治療やケアを望まれ、どのよ
うに生きていきたいのかを大切にしたいと考えていま
す。患者さんやご家族の思いに寄り添い、そのお気持
ちに共感しながら、共に考えていきたいと願っていま
す。
患者さんの思いや希望を日頃から話し合い、記録に

残すことはとても大切です。しかし、ご自身の考えや
希望を改めて見つめ直したり、家族や親しい人に伝え
たりする機会は、意識してつくらないと難しいもので
す。
それでも、日常のふとした会話の中で、ご自身の好

き嫌いやこだわり、価値観などが自然と表れることが
あるかもしれません。例えば、ご家族との団らん、デ
イサービスの利用時、外来受診時、あるいは入院中な
ど、そうした場面でご自身の思いを気軽に話せること
は、とても大切なことです。
私たちは、患者さんが安心してお話ができるような

雰囲気や環境づくりを心がけています。そして、患者
さんやご家族のお話に耳を傾け、それを共有し、皆さ
んの気持ちに寄り添いながら行動することが私たちの
役割だと考えています。
近年、超高齢社会を迎え、人生の最終段階における

医療やケアについての議論が進んでいます。こうした
背景から、国は「人生の最終段階における医療・ケア
の決定プロセスに関するガイドライン」を示しました。
このガイドラインでは、患者さんの思いや意思を尊

重した医療やケアの方針を決めることが基本原則とさ
れています。特に、患者さんご本人がご家族や医療・
ケアチームと事前に繰り返し話し合うことが重要であ
り、この取り組みを『ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プ
ランニング／人生会議）』と呼び、推奨しています。
ＡＣＰは、病気や今後のことについて考えるきっか

けにもなりますが、場合によっては不安や落ち込みを
感じる方もいらっしゃいます。だからこそ、患者さん
の不安に寄り添い、治療や今後のことについてわかり
やすく丁寧にお話しすることが重要だと考えています。
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TEL 0120-111731

新任医師のご紹介

令和６年４月より内科医として入職した田中秀幸
です。どうぞよろしくお願い申し上げます。
平成17年に大学を卒業し、熊本市。八代市、水俣市、
球磨郡にある基幹病院で主に呼吸器疾患の診療に従
事してまいりました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
呼吸器疾患は、気管支炎、肺炎、肺がんなど皆様

になじみのある疾患が多いのが特徴で、自覚症状も
発熱、咳、痰、胸痛、息苦しさなど多くの方々が一
度は経験したことがあるかと思います。
血液検査、胸部X線検査、胸部CT検査、肺機能検査な
どの検査で診断し治療を行います。（ただし、肺が
んの場合は気管支鏡検査といわれる内視鏡検査が診
断に必要になります。）
当院では気管支鏡検査以外の検査が実施可能であり、
上記のような症状があった際には、ご相談いただけ
ればと思います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日本は超高齢社会に突入し、肺炎が高齢者死因の

上位に位置するようになり、その中でも嚥下機能の
改善に努めておりますが、嚥下機能の回復がみられ
ない方々がおられるのも事実です。高齢となり生理
機能が低下し人生の最終段階を迎えた時、ご自身が
今後どのような医療を受けていきたいのかを事前に
ご家族などに相談し決定する、いわゆる「アドバン
ス・ケア・プランニングＡＣＰ（人生会議）」につ
いても啓蒙していければと思っております。

最後になりますが、地域の開業医の先生方や基幹
病院の先生方と協力し、地域住民の皆様のお役に立
てればと考えております。何卒よろしくお願い申し
上げます。

田中 秀幸
内科・呼吸器内科
日本内科学会認定内科医

たなか ひでゆき

I N F O R M A T I O N

当院では、診療支援部の地域医療連携室を窓口と
して、入院や退院、転院の調整、入院受入前訪問、
医療・介護・福祉に関する総合相談を行っておりま
す。
地域の方々、近隣医療機関の皆さまとの連携の輪

を大切にし、患者様が安心して治療できるように努
めております。ぜひ、お気軽にご相談ください。

令和６年４月より
新しい医師を迎えました。
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外来診療科のご紹介
〇循環器内科 〇代謝内科 〇呼吸器内科

〇神経内科・外科 〇消化器内科 〇整形外科 〇泌尿器科

各診療科では
こんなことも出来ます！
お気軽にご相談ください！

青磁野リハビリテーション病院

関節リウマチ
手指の痛み・痺れ・変形など不調の
ある方、違和感のある方は専門医が
診察します。関節リウマチの専門外
来は予約制となっております。
お問い合わせください。

整形外科
心臓エコー

下肢エコーの検査
ABI・CAVI（血圧脈波検査）
心臓の働きや心臓内の血流異常、動
脈硬化の程度、血管の詰まり具合な
どを確認できます！

循環器内科

認知症検査

認知症の疑いや認知機能の低下を
早期に発見することができるスク
リーニングテストです。
認知症かも？と気になられたら検
査してみませんか？

（長谷川式認知症スケール）

脳神経内科
介護保険申請・更新

当院のリハビリスタッフが
身体・認知機能を丁寧に確認
しながらに評価を行います。

内科・外科

月 火 水 木 金 土

内科

午前

金澤知 金澤知 是松 金澤知 安野 大田

山下 芥川 田中 石本 荒瀬 第2345
佐々木潤

金澤尚 － 佐々木侑 山下 金澤尚 －

- - - -
第13
佐々木
侑

-

午後
上野 (予約制)

石本 竹内 (予約制）
安野 橋本 橋本

橋本 是松 橋本 荒瀬 石松 －

整形
外科

午前
金澤親 金澤親 金澤親 原田 金澤親 －
－ (予約制)

原田 － － － －

午後 (予約制)
原田 応相談 応相談 応相談 応相談 －

泌尿
器科

午前
午後 － － (隔週)

大西/渡辺 － － －

精神科 午前 － － － － － (隔週)
福原

外来診療担当表

令和7年4月予定

≪受付時間≫
午前 8：30 ～ 11：30
午後 13：00 ～ 16：30
≪診療時間≫
午前 9：00 ～ 12：00
午後 14：00 ～ 17：00
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●金澤会理念●

私たちは、社会から信頼され必要とされる医療と福祉の実
現を目指します

●基本方針（3本柱）●
1.医療（メディカル・ケア）

内科・整形外科・リハビリテーション医療の病院として、
質の高い医療サービスをご提供します

2.福祉（ソーシャル・ライフ・ケア）
施設内及び在宅の障害者、高齢者の生活の自立を支援する
と共に、医療・福祉に関する様々なご相談にお応えします

3.健康（ヘルス・プロモーション）
人間ドック・健康診断・企業健診を通して、地域の皆様の
健康づくりを支援します

金澤会のデータ
（令和６年度10月～１２月）

病院診療情報
・外来患者延数 6,626人（1日平均89.5人）

・延べ入院院患者数 14,488人（1日平均157.5人）
・新入院 194人
・退院患者数 189人

 令和7年2月13日（木）熊本県民交流館パレア
にて行われた「熊本市子育て支援優良企業」認
定式及び表彰式に出席し、大西市長より表彰状
と認定証を授与されました。熊本市子育て支援
優良企業とは、子育て世帯等が安心して子育て
と仕事の両立ができる、働きやすい職場環境の
整備を進めている企業のことです。 

当法人では、24時間利用できる保育室の設置な
ど、職員が長く働きやすい職場づくりに努めて
います。  
また、育児短時間勤務制度や1時間単位で取得

可能な有給休暇制度等を導入し、育児と仕事が
両立できるように職員の働き方に合わせた多様
な職場環境づくりを推進しています。さらに、
男性が育児休業を取得しやすいように育児に関
する制度の周知を行っており、年々、産後パパ
育休（出生時育児休業）等を取得する男性職員
が増えています。
                                                                                              
     私たちは、職員の皆さんが
安心して育児と仕事ができる
ように、妊娠中から出産、育
児期まで、親子の健康と成長
をサポートしていきます。

熊本市
子育て支援優良企業に

認定されました！

1月28日に国立病院機構熊本医療センターの感染制御
医師を含む3名の職員の方々が来られて当院の感染ラ
ウンドが行われました。相互に巡回を行うことで、自
己評価では気付かない改善点等を示唆していただけて、
その点を参考にする事でより良い感染対策を行うこと
が可能となります。

医療機関において、感染対策は「利用者と医療従事者を
感染症から守る」ために重要な事項です。当院では複数
の医療機関と情報共有など行い、今回は熊本医療センタ
ーの方からアドバイスをいただきました。これにより当
院の感染対策が向上していきます！！

感染ラウンドとは？
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